
高等部 職業教育全体計画 

 

学校教育目標『なかよく学び、すすんで働こう』 

  

高等部重点目標 
〇社会におけるルール・マナーコミュニケーションスキルを身に付ける。 
〇地域の中で生活できる力を身に付ける。 
〇やりがいをもって働き続ける力を身に付ける。 

  

職業教育の目標 
     卒業後、社会で生活するために必要な力を身に付ける。 

  

職業教育のコース別目標 
 Ａコース：働く時に必要な基礎的な力を身に付ける。 
 Ｂコース：自分の将来について関心を持ち､働くときに必要な態度･マナーを身に付ける｡ 
 Ｃコース：自分から進んで仕事に取り組み､社会人になるために必要な知識･態度の定着を図る｡ 

  

  

わくわくワーク 
 
現場実習 

春---校内実習・現場実習の概要をつかみ、実習への意欲を高める。          
  ・働く上で大切なことについて確認する。 

・働く上で必要な態度やマナー理解する。                              
  ・実習後は自分の現状を把握し、課題を明確にする。                    
                                                            
秋---自分の課題解決に向け、勤労に対する厳しさを体験し望ましい態度を養う。 
   ・仕事に取り組むことのできる持続力を身につける。 
  ・実習後は自分の現状を把握し、課題を明確にする。 

作業学習 

＊あいさつ・返事・報告の定着を図る。                                      
＊決められた作業を続ける根気強さを身につける。                        
＊分からない時や失敗した時は、指導者に伝えることができる。 
＊自分から進んで仕事を見つけ、積極的に働く態度を身につける。 

 

《他教科・領域との関連》 

 

生活 
社会生活 
職業生活 

＊身の回りの整理整頓ができる。                                   
＊場に適した服装や清潔な身なりについて学習を深める。            
＊相手に自分の思いを伝えたり交流を深めたりなど、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を身に付ける。 
＊計画的なお金の使い方を学ぶ。 

健康学習 
＊日常生活に必要な体力を身につけ、健康の保持増進を図る。 
＊周囲の人と協力して行動する態度を育てる。 

家庭生活 
余暇の学習 

＊衣食住の基本的な知識と技術の向上を図る。 
＊できることや楽しみの幅を広げ、余暇の過ごし方を学ぶ。 
＊家庭内における勤労体験を通して、家族の一員としての役割を理解する。 

特別活動 ＊決められた仕事を最後までやり遂げる力を身に付ける。 

日常生活の指導 
＊スムーズに衣服の着脱ができ、ロッカーに片付けることができる。 
＊道具の正しい使い方を知り、きれいに掃除をすることができる。 
＊みんなと協力して給食準備・後片付けができる。 


